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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幸
多
き
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
昨
年
は
、
世
界
陸
上
と
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
代
表
選
手
を
は
じ
め
ア
ス
リ
ー
ト

が
躍
動
す
る
姿
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
会
場
が
一
体
と
な
る

光
景
に
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
と
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
実

感
い
た
し
ま
し
た
。
都
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
両
大

会
の
成
果
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
社
会
、
そ
し
て
、
全
て
の
人

が
輝
く
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
街
・
東
京
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

東
京
に
お
い
て
も
、
昨
年
９
月
に
区
部
南
部
な
ど
に
お
い

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
で
は
初
と
な
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東

京
で
開
催
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、

成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
大
会
を
契
機
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
よ
り
円

滑
な
交
流
や
移
動
を
実
現
す
る
な
ど
、
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
一
層
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
都
議
会
で
は
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
互
い
に
意
思
を
伝
え
、
理
解
し
、
尊
重
し

合
い
な
が
ら
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

て
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
あ
り
、
10
月
に
は
八
丈
島
が

台
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
都
で
は
、
昨

年
３
月
に
「
東
京
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
改
定
し
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
や
東
京
の
特
性
等
を
踏

ま
え
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
防
災
対
策
の
充
実
・

強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
都
民
の
皆
様
の

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
前
に
進
め
、

安
全
で
安
心
な
東
京
の
実
現
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
、

生
活
に
密
接
に
関
わ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
も
重

要
で
す
。
都
民
の
負
託
を
受
け
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
都
議
会
は
、
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
、
執
行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
を
積
み
重
ね
、
皆

様
の
声
を
都
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
も
議
長

と
し
て
、
都
議
会
の
使
命
と
責
任
を
強
く
自
覚
し
、
皆
様

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

実
現
を
目
指
し
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
東
京
都
障
害
者
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

昨
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
都
議

会
と
し
て
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
活
躍
で
き
る
東
京
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
政
に
お
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰
へ

の
対
応
を
進
め
、
東
京
の
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
者
や
、
都
民
の
皆
様
へ
の
支
援
を
着
実

に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
気
候
変
動
対
策
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
取
組
も
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
副
議
長
と
し
て
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、

議
長
と
と
も
に
、
都
議
会
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ

る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、

都
議
会
の
活
動
に
対
し
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

増
子 

博
樹

東
京
都
議
会
議
長	

菅
野 

弘
一

東
京
都
議
会
副
議
長	

東京消防出初式（江東区）東京消防出初式（江東区）
写真提供：東京消防庁写真提供：東京消防庁

※ 1／ 6開催※ 1／ 6開催
謹賀新年

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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龍り
ゅ
う

円え
ん 

あ
い
り

（
渋
谷
区
）

  

○
厚
生

山や
ま

田だ 

あ
さ
み

（
江
戸
川
区
）

  

経
港

高た
か

橋は
し 

ま
き
こ

（
中
央
区
）

  

都
市

あ
か
ね
が
く
ぼ 

か
よ
子こ

（
杉
並
区
）

△
財
政

伊い

藤と
う 

大だ
い

輔す
け

（
立
川
市
）

○
都
市
、
議
運

保ほ

坂さ
か 

ま
さ
ひ
ろ

（
台
東
区
）

  

環
建

こ
ま
ざ
き 
美み

紀き

（
北
区
）

  

△
総
務

森も
り

村む
ら 

隆た
か

行ゆ
き

（
青
梅
市
）

  

○
警
消
、
△
議
運

山や
ま

口ぐ
ち 

せ
い
や

（
目
黒
区
）

  

財
政

中な
か

山や
ま 

詩し

都づ

（
板
橋
区
）

  

文
教

福ふ
く

島し
ま 

り
え
こ

（
世
田
谷
区
）

  

◎
総
務

後ご

藤と
う 

な
み

（
足
立
区
）

△
公
企
、
○
議
運

増ま
す

山や
ま 

あ
す
か

（
府
中
市
）

○
総
務
、
議
運

荒あ
ら

木き 

ち
は
る

（
中
野
区
）

  

厚
生

両も
ろ

角ず
み 

み
の
る

（
八
王
子
市
）

  

△
経
港

遠え
ん

藤ど
う 

ち
ひ
ろ

（
南
多
摩
）

  

公
企

尾お

崎ざ
き 

大だ
い

介す
け

（
北
多
摩
第
三
）

  

警
消
、
議
運

関せ
き

野の 

た
か
な
り

（
北
多
摩
第
一
）

  

環
建

増ま
す

子こ 

博ひ
ろ

樹き

（
文
京
区
）

  

公
企

本も
と

橋は
し 

ひ
ろ
た
か

（
豊
島
区
）

  

総
務

山や
ま

田だ 

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

○
財
政

浜は
ま

中な
か 

の
り
か
た

（
西
東
京
市
）

  

◎
厚
生

本も
と

橋は
し 

た
く
み

（
北
多
摩
第
二
）

  

環
建

三み

宅や
け 

正ま
さ

彦ひ
こ

（
島
部
）

  

警
消

田た

村む
ら 

利と
し

光み
つ

（
西
多
摩
）

  

環
建

渋し
ぶ

谷や 

の
ぶ
ゆ
き

（
北
多
摩
第
四
）

  

○
経
港
、
議
運

成な
り

清き
よ 

梨り

沙さ

子こ

（
墨
田
区
）

  

公
企

さ
い
と
う 

和か
ず

樹き

（
荒
川
区
）

  

総
務

お
ぎ
の　

稔
み
の
る  

（
大
田
区
）

  

経
港

お
じ
ま 

紘こ
う

平へ
い

（
練
馬
区
）

  

△
警
消
、
◎
議
運

藤ふ
じ

井い 

あ
き
ら

（
町
田
市
）

  

△
環
建

寺て
ら

前ま
え 

も
も
こ

（
日
野
市
）

  

文
教

内う
ち

山や
ま 
真し

ん

吾ご

（
昭
島
市
）

○
文
教
、
△
議
運

松ま
つ

岡お
か 

あ
つ
し

（
小
平
市
）

  

都
市

小こ

松ま
つ 

大だ
い

祐す
け

（
世
田
谷
区
）

  

公
企
、
○
議
運

河こ
う

野の 

ゆ
う
き

（
板
橋
区
）

  

都
市

ほ
っ
ち 

易や
す

隆た
か

（
足
立
区
）

  

△
文
教

宇う

田だ

川が
わ 

聡さ
と

史し

（
江
戸
川
区
）

  

警
消

早は
や

坂さ
か 

義よ
し

弘ひ
ろ

（
杉
並
区
）

  

総
務

柴し
ば

﨑ざ
き 

幹み
き

男お

（
練
馬
区
）

  

△
公
企

平ひ
ら

田た 

み
つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

  

◎
財
政
、
△
議
運

伊い

藤と
う

し
ょ
う
こ
う

（
八
王
子
市
）

  

△
厚
生

高た
か

野の 

た
か
ひ
ろ

（
世
田
谷
区
）

  

厚
生

小お

川が
わ 

ゆ
う
た

（
葛
飾
区
）

△
文
教

清し

水み
ず 

や
す
こ

（
西
多
摩
）

◎
環
建

ゆ
も
と 

良り
ょ
う

太た

郎ろ
う

（
大
田
区
）

  

文
教

星ほ
し 

大だ
い

輔す
け

（
町
田
市
）

  

総
務

都
議
会
議
員
一
覧

都
議
会
議
員
一
覧

（
会
派
等
別
）

（
会
派
等
別
）

令
和
令
和
77
年年
1212
月
１
日
現
在

月
１
日
現
在

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団

東
京
都
議
団

32 人

菅か
ん

野の 

弘こ
う

一
い
ち

（
港
区
）

  

△
警
消

藤ふ
じ

崎さ
き 

こ
う
き

（
墨
田
区
）

  

財
政

青あ
お

木き 

英え
い

太た

（
目
黒
区
）

  

○
都
市

吉よ
し

住ず
み 

は
る
お

（
新
宿
区
）

  

△
財
政

せ
り
ざ
わ 

裕ゆ
う

次じ

郎ろ
う

（
品
川
区
）

  

厚
生

東
京
都
議
会

東
京
都
議
会

自
由
民
主
党

自
由
民
主
党

22 人

も

り 

愛あ
い

（
大
田
区
）

  

○
経
港

小こ

山や
ま 

く
に
ひ
こ

（
府
中
市
）

警
消

三み

雲く
も 

崇た
か

正ま
さ

（
新
宿
区
）

  

経
港

山や
ま

﨑ざ
き 
一い

っ

輝き

（
江
東
区
）

  

経
港

お
け
や 

ま
さ
と

（
大
田
区
）

  

文
教

中な
か

田だ 

た
か
し

（
渋
谷
区
）

  

財
政
、
△
議
運

関せ
き

口ぐ
ち 

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
杉
並
区
）

  

◎
文
教

藤ふ
じ

井い 

と
も
の
り

（
練
馬
区
）

  

○
総
務

風か
ざ

間ま 

ゆ
た
か

（
世
田
谷
区
）

  

△
環
建
、
議
運

西に
し

沢ざ
わ 

け
い
た

（
中
野
区
）

  

△
都
市
、
議
運

宮み
や

瀬せ 

英え
い

治じ

（
板
橋
区
）

  

○
警
消

中な
か

山や
ま 

寛ひ
ろ

進ゆ
き

（
台
東
区
）

◎
都
市

ひ
が
し 

ゆ
き

（
品
川
区
）

  

厚
生

西に
し

崎ざ
き 

つ
ば
さ

（
目
黒
区
）

  

総
務

東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党
・

東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党
・

ミ
ラ
イ
会
議

ミ
ラ
イ
会
議  

・
生
活
者

・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
無
所
属
の
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
無
所
属
の
会

22 人

所属している委員会の略称説明（◎委員長　○副委員長　△理事）
常任委員会／総務…総務委員会、財政…財政委員会、文教…文教委員会、都市…都市整備委員会、厚生…厚生委員会、経港…経済・港湾委員会、環建…環境・建設委員会、
公企…公営企業委員会、警消…警察・消防委員会　　議運…議会運営委員会

政
務
調
査
会
副
会
長

幹
事
長
代
理

幹
事
長

幹
事
長
代
行

総
務
会
長

政
務
調
査
会
長

団
長

政
務
調
査
会
長
代
理

政
務
調
査
会
長
代
行

総
務
会
長

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
副
会
長

政
務
調
査
会
長
代
行

副
幹
事
長

総
務
会
長
代
行

政
務
調
査
会
副
会
長

総
務
会
副
会
長

政
務
調
査
会
副
会
長

都
議
団
顧
問

総
務
会
長
代
理

幹
事
長
代
理

副
政
務
調
査
会
長

幹
事
長
代
行

副
政
務
調
査
会
長

団
長

副
政
務
調
査
会
長

幹
事
長

政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
長
代
理

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す
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久く

保ぼ 

り
か

（
中
野
区
）

  

都
市

谷た
に 

公き
み

代よ

（
豊
島
区
）

  

文
教

慶け
い

野の 

信し
ん

一
い
ち

（
荒
川
区
）

  

△
経
港

ま
つ
ば 

多た

美み

子こ

（
杉
並
区
）

  

警
消
、
議
運

大お
お

松ま
つ 

あ
き
ら

（
北
区
）

  

財
政

小こ

林ば
や
し 

健け
ん

二じ

（
練
馬
区
）

  

総
務
、
議
運

う
す
い 

浩こ
う

一い
ち

（
足
立
区
）

  

厚
生

か
ま
た 

悦え
つ

子こ

（
板
橋
区
）

  

○
厚
生

大お
お

竹た
け 

さ
よ
こ

（
足
立
区
）

  

公
企

北き
た

口ぐ
ち 

つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

  

○
財
政

加か

藤と
う 

雅ま
さ

之ゆ
き

（
墨
田
区
）

  

△
都
市

伊い

藤と
う 

こ
う
い
ち

（
品
川
区
）

  

◎
警
消

細ほ
そ

田だ 

い
さ
む

（
江
東
区
）

  

文
教

た
か
く 
則の

り

男お

（
世
田
谷
区
）

  

○
公
企

都
議
会
公
明
党

都
議
会
公
明
党

19 人

岩い
わ

佐さ 

ゆ
き
ひ
ろ

（
南
多
摩
）

  

財
政

中な
か

村む
ら 

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

  

環
建

竹た
け

井い 

よ
う
こ

（
小
平
市
）

  

警
消
、
○
議
運

東ひ
が
し 

友と
も

美み

（
町
田
市
）

  

厚
生

せ
い
の 

恵け
い

子こ

（
北
区
）

  

文
教

と
や 

英え

津つ

子こ

（
練
馬
区
）

  

○
環
建
、
議
運

竹た
け

内う
ち 
愛あ

い

（
板
橋
区
）

  

財
政

お
く
も
と 

ゆ
り

（
新
宿
区
）

  

◎
公
企

福ふ
く

井い 

ゆ
う
た

（
大
田
区
）

  

経
港

高た
か

橋は
し 

巧
た
く
み

（
江
東
区
）

  

文
教

望も
ち

月づ
き 

ま
さ
の
り

（
世
田
谷
区
）

  

△
総
務
、
議
運

江え

崎ざ
き 

さ
な
え

（
練
馬
区
）

  

○
公
企

村む
ら

松ま
つ 

と
し
た
か

（
町
田
市
）

  

環
建

竹た
け

平ひ
ら 

ち
は
る

（
江
戸
川
区
）

  

△
環
建

い
い
だ 

健け
ん

一い
ち

（
北
多
摩
第
三
）

  

経
港

高た
か

田だ 

清き
よ

久ひ
さ

（
北
多
摩
第
一
）

  

総
務

東ひ
が
し

村む
ら 
邦く

に

浩ひ
ろ

（
八
王
子
市
）

  

△
警
消
、
△
議
運

笹さ
さ

岡お
か 

ゆ
う
こ

（
武
蔵
野
市
）

  

総
務

桐き
り

山や
ま 

ひ
と
み

（
西
東
京
市
）

  

△
文
教

清し

水み
ず 

と
し
子こ

（
日
野
市
）

  

○
文
教

斉さ
い

藤と
う 

ま
り
こ

（
足
立
区
）

  

総
務

田た

中な
か 

と
も
子こ

（
北
多
摩
第
三
）

  

環
建

尾お

崎ざ
き 

あ
や
子こ

（
北
多
摩
第
一
）

  

△
都
市

原は
ら 

の
り
子こ

（
北
多
摩
第
四
）

  

厚
生

国く
に

崎さ
き 

た
か
し

（
杉
並
区
）

  

財
政

と
き
ざ
き 

直な
お

行ゆ
き

（
葛
飾
区
）

  

警
消

坂さ
か

本も
と 

ま
さ
し

（
世
田
谷
区
）

  

△
総
務
、
議
運

山や
ま

口ぐ
ち 

花は
な

（
練
馬
区
）

  

△
厚
生

天あ
ま

沼ぬ
ま 

ひ
ろ
し

（
江
戸
川
区
）

  

○
環
建

細ほ
そ

貝が
い 

悠ゆ
う

（
八
王
子
市
）

  

公
企

銀ぎ
ん

川か
わ 

ゆ
い
子こ

（
足
立
区
）

  

△
公
企

鈴す
ず

木き 
烈れ

つ

（
立
川
市
）

  

△
財
政

滝た
き

田た 

や
す
ひ
こ

（
八
王
子
市
）

  

公
企

さ
ん
の
へ 

あ
や

（
江
東
区
）

  

都
市

上う
え

田だ 

令れ
い

子こ

（
江
戸
川
区
）

  

経
港

岩い
わ

永な
が 

や
す
代よ

（
北
多
摩
第
二
）

  

厚
生

し
の
は
ら 

り
か

（
品
川
区
）

  

環
建

大お
お

山や
ま 

と
も
子こ

（
新
宿
区
）

  

◎
経
港

藤ふ
じ

田た 

り
ょ
う
こ

（
大
田
区
）

  

△
経
港

原は
ら

田だ 

あ
き
ら

（
杉
並
区
）

  

都
市

福ふ
く

手て 

ゆ
う
子こ

（
文
京
区
）

  

公
企

里さ
と

吉よ
し 

ゆ
み

（
世
田
谷
区
）

  

警
消
、
△
議
運

米よ
ね

倉く
ら 

春は
る

奈な

（
豊
島
区
）

  

△
厚
生
、
議
運

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

東
京
都
議
会
議
員
団

14 人

宮み
や

崎ざ
き 

大だ
い

輔す
け

（
港
区
）

  

都
市
、
議
運

も
が
み 

よ
し
の
り

（
大
田
区
）

  

財
政

漢か
ん

人ど 

あ
き
こ

（
小
金
井
市
）

  

都
市

さ
と
う 

さ
お
り

（
千
代
田
区
）

  

経
港

２人

地
域
政
党

地
域
政
党

自
由
を
守
る
会

自
由
を
守
る
会

１人

無
所
属

無
所
属

（
や
ち
よ
の
会
）

（
や
ち
よ
の
会
）

１人

無
所
属

無
所
属

（（
東
京
・
品
川
か
ら
や
さ
し
い
未
来
を

東
京
・
品
川
か
ら
や
さ
し
い
未
来
を

））１人

無
所
属

無
所
属

（（
新
時
代
の
八
王
子

新
時
代
の
八
王
子
））

１人

無
所
属

無
所
属

（（
グ
リ
ー
ン
な
東
京

グ
リ
ー
ン
な
東
京
））

幹
事
長
代
行

副
幹
事
長

副
幹
事
長

議
員
団
団
長

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

幹
事
長
代
行

副
幹
事
長

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

幹
事
長

団
長

政
策
調
査
副
会
長

幹
事
長

幹
事
長

政
務
調
査
会
長

総
務
会
副
会
長

副
幹
事
長

政
務
調
査
会
副
会
長

政
務
調
査
会
長
代
行

政
務
調
査
会
長

幹
事
長

総
務
会
長

政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
副
会
長

総
務
会
長

政
策
調
査
副
会
長

幹
事
長

政
策
調
査
会
長
代
理

政
策
調
査
会
長

政
務
調
査
会
長

副
幹
事
長

政
務
調
査
会
長
代
行

副
団
長

幹
事
長

政
務
調
査
会
副
会
長

政
務
調
査
会
副
会
長

国
民
民
主
党

国
民
民
主
党

東
京
都
議
団

東
京
都
議
団

9 人

東
京
都
議
会

東
京
都
議
会参

政
党

参
政
党

3 人

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す
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お
じ
ま 

紘
平

幹
事
長

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団

小
松
大
祐

幹
事
長

東
京
都
議
会自

由
民
主
党

こ
れ
か
ら
も
都
民
と
と
も
に
、

希
望
を
も
た
ら
す
都
政
へ

物
価
高
対
策
や
格
差
是
正
で

都
民
の
た
め
の
都
政
実
現
を

対
立
・
分
断
で
な
く
共
同
を
広
げ

明
日
へ
の
希
望
が
見
え
る
年
に

家
計
応
援
計
画
実
現
へ
全
力
傾
注

火
葬
問
題
な
ど
都
政
課
題
解
決
へ

首
都
東
京
の
発
展
に
向
け
て
都
民

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

わ
が
会
派

わ
が
会
派

今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

◎�「都議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、都の施設や区市町村の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内などにも置いています。
　また、都議会ホームページではＰＤＦ形式、電子書籍形式、ＨＴＭＬ形式（音声付き）がご覧になれます。

　
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
都
民
生
活
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
22
号
・
23
号
に
よ
り
、

八
丈
島
や
青
ヶ
島
が
被
災
し
ま
し
た
。
深
刻
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
た
経
済
も
イ
ン
フ
ラ
も
、
復
興
さ
せ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団
は
都
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
聴
き
、
予
算
・
制
度
と
し
て
形
に
し
、

出
産
・
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
支
援
、

そ
れ
を
支
え
る
保
育
・
介
護
職
員
へ
の
支
援
な
ど

「
人
」
に
焦
点
を
当
て
た
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
へ
の
対
応
や
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
も

こ
れ
で
十
分
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は

ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
本
年
も
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
講
じ
つ
つ
、
都
民
の
生
活
不
安
・
将
来
不
安
を

解
消
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
東
京
を
つ
く
る
に
は
将
来
に

向
け
た
投
資
も
重
要
で
す
。
道
路
や
ト
ン
ネ
ル
、
橋

梁
、
水
道
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
は
予
防

保
全
型
の
管
理
、
計
画
的
な
更
新
を
心
が
け
て
き
ま

し
た
が
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
富

士
山
噴
火
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
も
高
ま
る
中
、
防
災

対
策
も
加
速
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
な
る
都
市
の
強き

ょ
う
じ
ん靭

化
を
図
り
な
が
ら
「
強
い
東

京
」
を
実
現
し
ま
す
。

　
課
題
も
山
積
す
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

に
は
希
望
を
も
っ
て
一
年
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
年
も
小
池
知
事
と
連
携
し
な
が
ら

政
策
実
現
に
邁ま

い
し
ん進し

、
都
議
会
第
一
会
派
と
し
て
の

責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
6
月
の
都
議
選
後
、
私
た
ち
22
名
の
都
議
は
、

新
会
派「
東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党
・
ミ
ラ
イ
会
議
・

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
無
所
属
の
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
な

が
ら
も
志
や
理
念
を
同
じ
く
す
る
議
員
の
集
合
体
で

す
。
本
年
も
私
た
ち
は
、
人
権
を
尊
重
し
、
多
様
性

を
認
め
合
い
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

東
京
を
目
指
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
都
と
議
論

を
交
わ
し
て
、
改
革
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
は
、
一
般
家
計
で
年
間
３
万
円
超
の
負
担
が

増
え
た
試
算
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
持
続
的
な

賃
上
げ
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
都
が
中
小

企
業
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
で
賃
金
上
昇
を
促

す
な
ど
、
暮
ら
し
を
支
え
る
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
居
費
が
高
騰
す
る
中
で
も
皆
さ
ん
が
東
京

に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
物

価
高
の
影
響
は
、
義
務
教
育
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
学
用
品
や
修
学
旅
行
費
な
ど
の
学
校
教
育
費

も
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
で
す
。
東
京
の
問
題
と
し

て
、
火
葬
料
金
の
高
騰
が
あ
り
、
料
金
引
き
下
げ
を

含
め
、
火
葬
能
力
の
強
化
も
必
要
で
す
。
戦
後
80
年

を
経
た
今
日
、
平
和
施
策
も
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
な
が
っ
て
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
会
派
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
暮
ら
し
、
平
和
、
人
権
、
民
主
主
義
を
め
ぐ
り
、

日
本
も
世
界
も
大
き
な
分
か
れ
道
に
立
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
家
賃
高
騰
の
規
制
、
市
内

を
走
る
バ
ス
の
無
料
化
、
富
裕
層
へ
の
課
税
強
化
な

ど
を
公
約
し
た
民
主
社
会
主
義
者
の
市
長
が
誕
生
し

ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
共
産
党
の
政
策
と
共
通
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
政
治
を
変
え
る
の
は
、
主
権
者

で
あ
る
国
民
、
都
民
の
声
と
行
動
で
す
。
対
立
や
分

断
で
は
な
く
共
同
を
広
げ
、
今
年
が
、
よ
り
よ
い
明

日
へ
の
希
望
が
見
え
る
年
に
な
る
よ
う
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
を
、
日
本
共
産
党
は
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

　
国
政
で
は
、
「
財
界
優
先
」
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
」
の
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
日
本
共
産
党
は
そ
の
先
に
、
利
益
追
求
最
優
先

の
資
本
主
義
を
乗
り
越
え
て
、
人
間
の
自
由
や
個
性

が
花
開
く
未
来
社
会
を
展
望
し
て
い
ま
す
。
都
政
で

は
、
都
民
の
運
動
と
連
携
し
て
学
校
給
食
無
償
化
な

ど
実
現
し
て
き
ま
し
た
が
、
巨
大
噴
水
や
神
宮
外
苑

再
開
発
な
ど
の
問
題
点
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

と
も
に
、
物
価
高
対
策
、
賃
上
げ
支
援
、
家
賃
助
成

を
は
じ
め
と
す
る
公
約
実
現
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　
長
引
く
物
価
高
騰
と
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
な
ど

へ
の
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
都
議
会
公
明

党
は
、
昨
年
の
都
議
選
で
の
公
約
と
し
て
重
点
政
策

に
「
家
計
応
援
計
画
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
第
一
に
子

ど
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
に
向
け
た

「
教
育
負
担
が
『
か
か
ら
な
い
』
東
京
」
、
第
二
に

５
年
で
平
均
世
帯
年
収
２
０
０
万
円
ア
ッ
プ
を
め
ざ

す
、
「
現
役
世
帯
の
『
所
得
が
増
え
る
』
東
京
」
、

第
三
に
東
京
ア
プ
リ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
１
万

1
千
ポ
イ
ン
ト
ま
で
増
額
す
る
等
「
物
価
高
に
『
負

け
な
い
』
東
京
」
、
第
四
に
防
犯
・
防
災
対
策
等

「
『
安
全
・
安
心
』
な
東
京
」
に
向
け
た
諸
政
策
の

取
組
を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
昨
年
10
月

か
ら
は
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
負
担
を
１
万
２
千
円
ま
で

引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
課
題
で
あ
っ
た
地
域
医

療
を
力
強
く
支
え
る
た
め
の
都
政
史
上
初
の
民
間
病

院
の
基
本
ベ
ッ
ド
料
へ
の
支
援
金
も
継
続
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
火
葬
問
題
な
ど
都

政
の
喫
緊
の
課
題
解
決
に
向
け
て
も
、
法
改
正
に
向

け
た
国
提
案
や
知
事
要
望
と
本
会
議
の
質
疑
を
重
ね

て
お
り
、
引
き
続
き
強
力
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
公
明
党
の
強
み
で
あ
る
国
と
市
区
町

村
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
さ
ら
に
強
め
な
が
ら
、

全
力
で
都
民
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

暮
ら
し
や
仕
事
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
政
策
を
実

現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

子
育
て
世
代
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ

う
都
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
施
策
に
お
い
て
は
、
地
域
社

会
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
を
構
築
し
、
医
療

政
策
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅
の
確
保
な
ど
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
政
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
首
都
直
下
地
震
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
、
教
育
政
策
、
福
祉

保
健
医
療
政
策
、
環
境
政
策
な
ど
都
政
を
取
り
巻
く

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
都
議
会
自
民
党
は
、
本
年
も
国
や
区
市
町
村
と
緊

密
に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
都
民
の
皆
様
か
ら
の
信

頼
を
い
た
だ
き
、
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
都
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
我
が
党
は

都
民
の
皆
様
か
ら
大
変
厳
し
い
審
判
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
選
挙
に
お
け
る
民
意
を
深
く
受
け
と
め
、
都

民
の
皆
様
に
約
束
し
た
政
策
実
現
の
た
め
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
長
引
く
物
価
高
騰
は
都
民
の
皆
様
の
生
活
を
圧
迫

し
続
け
て
い
ま
す
。
現
状
の
把
握
と
正
確
な
情
報
に

基
づ
き
、
都
民
、
事
業
者
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
、

竹
井 

よ
う
こ

幹
事
長

東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党
・
ミ
ラ
イ
会
議

・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
無
所
属
の
会

東
村 

邦
浩

幹
事
長
都
議
会
公
明
党

里
吉 

ゆ
み

幹
事
長

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

　委員会は、本会議に先立って議案の審査などを行う議会の内部機関です。
　都の行政は広範多岐にわたり、かつ細分化・専門化しています。このことに対応し、審議の
徹底を図り、能率的な議事運営を期するため、都議会では条例により、次の委員会を設置して
います。

常　任　委　員　会

　常設されている委員会で、付
託された議案や請願・陳情を審
査します。また、所管する事項
について調査を行います。現在
は、条例によって９つの常任委
員会が設置されており、議員は
このうちどれか１つに所属して
います。

特　別　委　員　会

議 会 運 営 委 員 会

委員会名 所　管　局

総　　　務
政策企画局、子供政策連携室、総務局、
デジタルサービス局、人事委員会、
選挙管理委員会、監査委員

財　　　政 財務局、主税局、会計管理局、収用委員会

文　　　教
生活文化局、都民安全総合対策本部、
スポーツ推進本部、教育委員会

都 市 整 備 都市整備局、住宅政策本部

厚　　　生 福祉局、保健医療局

経済・港湾
産業労働局、中央卸売市場、
スタートアップ戦略推進本部、港湾局、
労働委員会

環境・建設 環境局、建設局

公 営 企 業 交通局、水道局、下水道局

警察・消防 公安委員会（警視庁）、東京消防庁

「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは

　各会派の代表者などで構成さ
れており、議会の運営方法など
について協議しています。

　必要に応じて、特定の事件を
審査するため本会議の議決によ
り、臨時に設置される委員会で
す。予算の審査を目的とする予
算特別委員会や、決算を審査す
るための各会計及び公営企業会
計の２つの決算特別委員会は、
毎年設置されるのが通例となっ
ています。

　「都議会だより」は年５回発行しており、新聞折り込みで配布するほか、都の施設や区市
町村の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内、公共機関窓口などにも置いてあります。また、都
議会ホームページでもご覧になれます。
　ご希望される方には、令和８年４月から１年間「都議会だより」を郵送でお届けいたしま
す。定期読者の募集期間や申込方法等は次のとおりです。

「都議会だより」配布と定期読者募集のお知らせ

令和８年１月５日～２月28日【募集期間】

①�送り先住所・氏名を記載した返信用封筒（長3：120ミリ×235ミ
リ）を５枚準備し、それぞれ110円切手を貼ってください。

②①のとおり準備した封筒５枚を一つの封筒に入れて、下記申込先へお送
りください。
　※２部以上希望される場合は、下記へお問い合わせください。

【申込方法】

令和８年５月上旬、７月下旬、11月中旬、令和９年１月上旬、１月下旬【郵送予定時期】

【申込先・問い合わせ先】〒163-8001 新宿区西新宿２－８－１ 都議会 広報課 ☎ (03)5320－7126

テレビ東京（地デジ７ch）
2026 ！希望に満ちた東京をめざして

～東京都議会議長・副議長にきく～

1 月６日 (火)10:00 ～ 10:25

〈問い合わせ先〉都議会 広報課
☎（03）5320－7124

テレビ番組のお知らせ都 議 会 提 供

　新年に当たり、東京都議会議長・副議長が都政の課題や今年の抱負などに
ついて、ゲストを交えて語ります。

　都議会ホームページやメールマガジン（都議会
e-News）などでお知らせいたします。

　メールマガジン「都議会 e-News」 は、定例会
の開会予定などの最新情報をお送りしています。
　配信を希望される方は、都議会ホームページか
ら登録できます。

令和８年 第１回定例会の予定公職選挙法のお知らせ
　公職選挙法により、議員が、選挙区
内の人や団体に対し、年賀状等のあい
さつ状（答礼のための自筆によるもの
は除く。）を出すことは禁止されてい
ます。
　都民の皆様のご理解をお願いいたし
ます。 〈問い合わせ先〉 都議会 広報課

☎（03）5320－7126

都議会 e-News のご案内


